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ベイズ統計学に基づく
推定手法を活用したア
レルギー症状誘発確率
の推計に関する研究
（令和２～３年度）

本研究は、アレルゲンを含む食品に関する食品の表示等について
科学的検証を実施するに当たり、我が国における食物アレルギーを
有する者のアレルギー症状誘発確率の推計の検討に必要な科学的
知見を得ることを目的とする。
具体的には、これまでに国立成育医療研究センターで実施された鶏

卵・牛乳・小麦を対象アレルゲンとする食物経口負荷試験データを収
集・整理するとともに、ベイズ統計学に基づくモデリング手法を含む最
新のツールについて比較・検討する。その上で、最適なツールを用い
て、アレルゲンを摂取することによるアレルギー症状誘発確率を推計
し、食品に含まれるアレルゲンの定量的リスク評価の基礎資料を提供
することを目標とする。
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ベンチマークドーズ法に
よるアレルギー症状誘
発確率の検討（令和２
～３年度）

食品表示基準におけるアレルゲン表示は、食物アレルギー患者の
健康被害の発生防止に重要な役割を果たしている反面、表示基準の
妥当性は検証されていない。症状誘発閾値は患者の重症度を反映す
るため、表示基準の検証には大規模な多施設データの使用が望まし
い。
本研究は、アレルギー拠点病院等の食物経口負荷試験のデータを

元に、ベンチマークドーズ(BMD)法により、摂取量による症状誘発確
率の推計を行い、現在の食品表示基準におけるアレルゲンを含む食
品の表示に関する科学的検証の材料となるデータの取得を目的とす
る。
それにより、現在の表記方法がリスク評価に適切であるかを確認す

ることが可能となる。

15.1

（総合コメント）

公募内容に沿った研究計画となっており、アレルゲンを含む食品のリスク評価

に資する。

（その他）

・一施設で集めたデータの解析でありバイアスが懸念される。しかし、多数の

症例を含むデータであり、その特性の解析を行い、バイアスや不確実性を明ら

かにすることにより、結果の利用に期待ができる。

・データ解析の際のモデル設定や推定手法等を専門とする研究者が参画して

おり、成果を得るために適切な研究体制となっている。柔軟な方法論の適用

により、リスク評価に資する成果を期待したい。

（総合コメント）

公募内容に沿った研究計画となっており、多施設による大規模データを活用し

た解析に期待する。

（その他）

・多施設での症例データの収集が計画されていることから、データの精度管理

等について十分に検討した上で、研究を遂行してほしい。

・収集したデータを用いた解析（アレルギー症状誘発確率の推計）について

は、複数の数理統計の専門家の参画等、研究体制の拡充を検討することが

望ましい。

（令和2年9月15日第790回食品安全委員会 資料３抜粋）
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